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編集後記

編
集
後
記

　
周
知
の
と
お
り
、
わ
が
法
学
研
究
会
で
は
、
定
年
（
選
択
定
年
を
含
む
）

を
迎
え
て
御
退
職
さ
れ
る
専
任
教
授
に
対
し
て
、
記
念
論
文
集
を
特
集
し

て
献
呈
す
る
こ
と
を
、
恒
例
と
し
て
い
る
．

　
阪
埜
光
男
教
授
が
、
本
年
三
月
を
も
っ
て
わ
が
義
塾
法
学
部
を
退
か
れ

た
。
こ
こ
に
記
念
の
特
集
号
一
冊
を
編
み
、
御
退
職
記
念
の
論
文
集
と
し

た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
阪
埜
教
授
は
、
碩
学
・
津
田
利
治
先
生
門
下
の
俊
秀
と
し
て
商
法
と
く

に
会
社
法
を
専
攻
し
、
研
究
・
教
育
に
、
さ
ら
に
は
大
学
行
政
に
専
念
さ

れ
た
。
そ
の
輝
か
し
い
業
績
・
経
歴
は
、
別
掲
に
見
る
と
お
り
で
あ
る
．

義
塾
を
御
退
職
後
は
、
桐
蔭
学
園
横
浜
大
学
の
初
代
法
学
部
長
に
就
任
さ

れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
新
天
地
で
の
一
層
の
御
活
躍
を
切
に
希
求
し

た
い
。

　
本
号
担
当
の
責
任
者
と
し
て
、
こ
の
〈
編
集
後
記
〉
を
執
筆
し
て
い
る

筆
者
は
、
実
は
、
阪
埜
教
授
と
「
同
じ
釜
の
飯
を
喰
っ
た
」
御
縁
が
あ
る

仲
で
あ
る
。

　
現
在
の
若
い
世
代
の
ス
タ
ッ
フ
諸
君
に
は
、
に
わ
か
に
理
解
し
難
い
か

も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
昔
（
！
）
、
三
田
山
上
の
現
・
研
究
棟
の
ほ
ぼ
東

側
半
分
に
当
た
る
場
所
に
は
、
〈
第
一
研
究
室
V
と
称
す
る
、
見
る
か
ら

に
古
色
蒼
然
と
し
た
三
階
建
て
の
建
物
が
あ
っ
た
。
正
面
向
っ
て
右
手
の

入
口
の
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
研
究
室
事
務
室
が
あ
り
、
そ
の
当
時
は
、
昨

年
物
故
さ
れ
た
丁
先
生
が
主
事
で
、
F
氏
（
故
人
）
が
係
主
任
格
で
あ
っ

た
。　

日
本
法
制
史
と
い
う
基
礎
法
学
の
特
殊
領
域
を
専
攻
す
る
筆
者
は
、
ニ

　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ

階
奥
の
商
法
部
屋
所
属
に
な
っ
た
。
高
鳥
正
夫
先
生
が
キ
ャ
プ
テ
ン
で
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

米
津
昭
子
先
生
が
副
将
格
で
に
ら
み
を
き
か
せ
、
阪
埜
教
授
・
倉
澤
康
一

郎
教
授
（
現
・
法
学
部
長
）
に
筆
者
ら
が
新
参
者
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に

「
合
い
部
屋
」
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
、
南
校
舎
五
階
や
第
一

校
舎
四
階
に
研
究
室
が
増
設
さ
れ
、
研
究
室
全
体
の
態
様
も
少
し
ず
つ
変

化
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
い
わ
ゆ
る
大
学
紛
争
の
最
盛
期
に
、
阪
埜
教
授
と
入
試
事
務
作
業
を
御

一
諸
し
た
の
も
、
筆
者
に
と
っ
て
は
．
懐
し
い
想
い
出
の
一
駒
で
あ
る
。

筆
者
の
記
憶
に
も
し
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
教
授
は
た
し
か
会
計
担
当
で
は

な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　
そ
の
阪
埜
教
授
の
御
退
職
は
、
ひ
と
き
わ
惜
別
の
感
に
た
え
な
い
も
の

が
あ
る
。
将
来
に
向
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
、
従
前
に
か
わ
ら
ぬ
御

教
導
を
切
に
希
求
し
て
止
ま
な
い
。

　
法
学
研
究
編
集
委
員
一
同
は
、
阪
埜
教
授
の
末
長
き
御
健
康
と
御
研
究

の
発
展
を
、
心
よ
り
祈
念
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
平
成
五
年
十
二
月

　
　
　
　
　
法
学
研
究
編
集
委
員
会
向
井
　
健
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